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研究成果の概要： 
 資質・能力を育成するための教育評価方法として OPPA(One Page Portfolio Assessment：
一枚ポートフォリオ評価法)を開発、その効果を検証。メタ認知などの能力の育成が可能になる

方法の具体化と実践を実施。あらゆる学年段階で、またほとんどの教科の授業や学習の中に取

り入れ可能なことも検証。また、学習者に自己評価を通して資質・能力の育成を図ろうとして

いるため、学ぶ意味や必然性、自己効力感を感得させることができることも明らかになった。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2005年度 2,100,000 0 2,100,000 

2006年度 1,800,000 0 1,800,000 

2007年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

2008年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

  年度    

総 計 6,500,000 780,000 7,280,000 

 
研究分野：理科教育学、教科教育学、教育方法学 
科研費の分科・細目：科学教育・教育工学、科学教育 

キーワード：学習履歴、ポートフォリオ評価、構成主義、OPPA、資質・能力、理科学力 
 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初は、教育評価がほとんどの場
合、授業や学習の後に行われており、指導と
評価の一体化ということは言われていても、
具体的な手法が無かった。したがって、授業
改善に教育評価を生かすことができなかっ
た。 
 また、たとえ教育評価を授業や学習に活か
すということが行われる場合でも、多くの人
の手と時間が必要であり、教師が自分一人で
行うことができる簡便な方法は存在しなか

った。 
 さらに、教育評価により資質・能力を育て
るという視点を明確にした考えは全く存在
せず、多くの場合、評価は学習後に行われて
いた。そのため、評価は学習者から忌み嫌わ
れるものとなっていた。学習者自身を育てる
という視点の欠如である。 
 教育評価の中に学習履歴という視点を導
入した研究も存在していなかった。学習履歴
は、学習者自身の成長の記録ともいえ、学習
の効果を学習者に示すことができる重要な
役割を持っているのだが、教育研究の中に取
り入れられてこなかった。 
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 本研究は、上記にあげた背景の中で行われ
たものである。 
 
 
２．研究の目的 
 上記の背景に鑑み、本研究の目的は以下の
五点にあった。 

 
(1) 科学、とりわけ理科における資質・能 

力を育成するための簡便な教育評価手
法、ここでは一枚の用紙を用いた方法
を開発する。ここでは、理念として提
案するだけではなく、教育現場におい
て日常的に実際に活用できる方法の開
発を意図している。 
 

(2) 開発した方法をふつうに行われる授業
および学習の中でその効果を検証する。
効果の検証は、小・中学校はもちろん
高等学校においても行う。 
 

(3) 開発した方法がどの教科でも実践可能 
かどうか検証する。本研究は科学、と
りわけ理科を中心にしているが、研究
の基本となる考え方はどの教科でも適
用可能であると考えられるので、可能
な限り多くの教科について検証を行い
たい。 
 

(4) 開発した方法がどの学年段階でも活用 
可能かどうか検証する。(3)と同様に 
開発した方法が多くの学年段階で活用
可能かどうかは、研究の効果を高める
上で重要な視点となるので、可能な限
り多くの学年において検証を行いたい。 
 

(5) 上記の目標を達成する中で、学習者自 
   身が自己の学習をどのように意識化 

しているのかも明らかにする。 
 
 

３．研究の方法 
 本研究の主な方法は、以下の六点になる。 
 
(1) 理科における資質・能力を育成可能な 

一枚の用紙を活用した OPP(One Page 
Portfolio：一枚ポートフォリオ)シート
を開発する。 
 ２で述べたように、本研究の目的は
教育実践現場において適切に機能する
手法の開発が目的となるので、簡便か
つ有効性が求められているので、一枚
の用紙で最小限の情報を最大限に用い
ることを主眼とした。 
 

(2) 授業や学習の中でどのような資質・能 
力を育成したいのか明確にし、OPP シ

ートを作成する。OPP シートを構成す
る基本的要素は、以下の三点にある。 
 ① 「単元の本質的な問い」：学習  
  前・後に同じ問いを設定し、素朴 
  概念から科学的概念への変容を確 
  認。 
 ② 「学習履歴」：毎時間、学習した 
  中で最重要点を自分の考えでまと  
  めさせる。自分で考える、何をど 
  うまとめるか判断する、それを表 
  現するなどの資質・能力を育てる 
  意図的な働きかけである。 
 ③ 「自己評価」：学習全体を通して
何がどのように変わったか、変わった
ことに対してどのように思っているの
かなど具体的内容を通して可視的にふ
り返り、メタ認知の能力を育てる働き
かけを行う。 
 なお、全体を見通す資質・能力を育
成するための働きかけとして、毎時間
ごとおよび単元全体に対して学習履歴
としてタイトルをつけさせることも、
事例により実施。 
 

(3) OPPシートを用いて授業を実施する学 
習後、毎時間、学習履歴に学習者自身
が考えた最重要点をまとめさせ、その
内容を質的に高めるために、教師が適
切なコメントを書いて返却する。また、
学習目標が持てるための働きかけも行
う。 
 学習履歴の記録内容は教師の授業評
価になるので、授業が不適切と判断さ
れた場合は、軌道修正をはかる。 
 

(4) OPPシートに学習者が記録した内容か 
ら、資質・能力の育成が可能であった
かどうかを判断する。学習記録の質的
変容の程度、自己評価の内容を通して
学ぶ意味、学ぶ必然性、自己効力感な
どから資質・能力がどの程度身につい
たか判断する。 
 

(5) 多くの教科・科目などで OPPシートを 
作成し、実際に授業を行い、資質・能
力の育成が可能であったかどうか検証
する。教育実践では、一つの方法に汎
用性が高いことが求められているので、
多くの教科で OPPシートを作成し、検
証を行う。 
 

(6) どの学年にも適用可能であるかどうか 
を検証する。(5)と同様に、学年ごとに 
違う手法を用いていたのでは、実用的 
とは言えないので、多くの学年段階で 
内容を変えれば基本的な考え方が適用 
できることを実証していく。 



 

 

 
 
４．研究成果 
 本研究のおもな成果は、以下の四点にある。 
 
(1) 資質・能力を育成するために開発した

OPPA は、実際の授業や学習場面にお
いて適切に機能することが明らかにな
った。 
 まず学習前・後における同一の本質
的を用いた効果は、適切な「問い」の
設定さえ可能であれば、学習者は自己
の素朴概念から科学的概念への変容を
確認でき、資質・能力育成の前提とな
る学習意欲を高めることができた。 
 学習履歴については、最初は学習内
容がうまくまとめられなくても、絶え
ず重要なことを問いかけることにより、
最重要点は何かという姿勢で授業を受
けるようになり、記載内容の量および
質的変容をとらえることができるよう
になっていった。 
 自己評価については、学習全体が具
体的内容を基にして可視的にふり返る
ことができるので、勉強したことによ
り自分の成長を目の当たりにし、自分
の志向についての志向であるメタ認知
の能力を高めることができた。 
 つまり、自分を変えるためには、具
体的に何をどうすればよいか、OPP シ
ートによる働きかけを通して学習者自
身が認識できたのである。 
 

(2) OPPA は、理科のみならずほとんどの
教科・科目などにおいて資質・能力を
高めるという効果をあげることができ
た。 
 本研究の成果の一部は、以下の二冊
の書物にまとめることができたが、そ
の中では、小・中学校におけるほとん
どの教科で利用でき、効果をあげられ
たことが実証されている。 
 堀 哲夫編著、日本標準『子どもの
成長が教師に見える一枚ポートフォリ
オ評価：中学校編』2006 年、全 175 頁、
(8-26) 
 堀 哲夫編著、日本標準『子どもの
成長が教師に見える一枚ポートフォリ
オ評価：小学校編』2006 年、全 171 頁、
(8-30) 
 高校における科目については、「化
学」や「生物」などについて実証した。 

 
(3) OPPA は多くの学年段階においても活

用可能であることが明らかになった。
OPP シートを用いた小・中学校段階の
実践では、内容を変えれば、基本的に

はどの学年段階でも活用可能でかつ効
果をあげられることが明らかになった。
上記(2)の書物として成果を出した。 

 
(4) OPPA を活用することにより、学習者

の学ぶ意味や必然性、自己効力感を感
得させることができることが明らかに
なった。 
 OPP シートは、学習前・後の本質的
な問いへの回答、各時間の学習履歴へ
の記述、全体を通しての自己評価から
構成されているので、学習後、その全
体をふり返り自己評価を行うことによ
って学習による自分自身の変容が一目
で把握できるようになる。そのため、
学習による質的変容および成長などを
実感できる。そのことにより、学ぶ意
味や学習の必然性、自己効力感を感得
できている。 
 また、OPP シートは一種のゴールフ
リー評価でもあるので、「自分が成長す
るかぎは自分が一番知っている」とい
うような学習者自身の言葉も引き出す
ことができた。 
 本研究のもっとも重要な成果は、先
にあげたように、教育評価を通して資
質・能力が育成できる点を実証したこ
とである。 
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